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～～～～事故調査結果事故調査結果事故調査結果事故調査結果からみえるからみえるからみえるからみえる製品事故動向製品事故動向製品事故動向製品事故動向～～～～

平成２５年度ＮＩＴＥ（ナイト）製品安全業務報告会

平成２５年１１月
製品安全調査課 葛谷弘之

ＮＩＴＥ（ナイト）製品安全センター

＊事故情報収集件数等については、暫定であり、今後、数値が変わる可能性があります。
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ⅠⅠⅠⅠ．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

・・・・ ＮＩＴＥ（ＮＩＴＥ（ＮＩＴＥ（ＮＩＴＥ（ナイトナイトナイトナイト））））とはとはとはとは
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・・・・ 製品安全業務製品安全業務製品安全業務製品安全業務のののの実施体制実施体制実施体制実施体制



ＮＩＴＥ（ナイト）とは

確かな技術と信頼できる情報をもとに
くらしの安全と未来への挑戦を支え続けます

ＮＩＴＥは、

製品事故の公的な
原因究明機関です。

製品事故の原因を分析

製品事故の
調査・分析、
安全情報の
提供 試験・検査
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製品事故の原因を分析
して、経済産業省と連携
して製品の改善や回収
などの事故防止対策に
貢献することを使命とし
ています。

微生物の
保存提供、
ゲノム解析

化学物質の
安全情報の
提供

提供 試験・検査
機関の信頼
性評価

様々な分野の技術者が結集。

約１４０人のスタッフが全国１０か所で
事故原因を究明。

NITE：National Institute of Technology and Evaluation



製品安全業務の実施体制

自転車フレーム耐振性試験

北海道支所北海道支所北海道支所北海道支所

東北支所東北支所東北支所東北支所

製
品
安
全
業
務
を
実
施

アタッシェケースからの
VOC等放散測定

北陸支所北陸支所北陸支所北陸支所

燃焼技術燃焼技術燃焼技術燃焼技術センターセンターセンターセンター

理事長
製品安全センター 北海道支所

(理事)
(３人)(９７人)

(監事)
(監査室) 東北支所

(情報統括官)
(４人)

中部支所
(１２人)(企画管理部)

北陸支所
(８人)

(バイオテクノロジーセンター)
中国支所
(４人)

(化学物質管理センター)
四国支所
(３人)

(認定センター) 九州支所
(１２人)
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様々な発火燃焼実験と
消防機関との連携

自転車フレーム耐振性試験

九州支所九州支所九州支所九州支所

シュレッダー吸い込み実験

製品安全製品安全製品安全製品安全センターセンターセンターセンター東京東京東京東京

四国支所四国支所四国支所四国支所

中国支所中国支所中国支所中国支所

中部支所中部支所中部支所中部支所

製品安全製品安全製品安全製品安全センターセンターセンターセンター大阪大阪大阪大阪製品安全製品安全製品安全製品安全センターセンターセンターセンター大阪大阪大阪大阪

注）これに加えて、消防ＯＢ、学識経験者
等を製品事故調査員（３４名）に委嘱

<製品安全業務> １４２人
(本部職員数) ９７人
(支所職員数) ４６人

（平成２５年１０月１日現在）

アレルギー原因物質の特定
（バイオ プロテオーム解析室）

アレルギー原因物質
の特定

焼損したテレビの
分解調査



ⅡⅡⅡⅡ．．．．平成平成平成平成２４２４２４２４年度事故情報収集調査結果年度事故情報収集調査結果年度事故情報収集調査結果年度事故情報収集調査結果

・・・・ 事故情報収集制度事故情報収集制度事故情報収集制度事故情報収集制度

・・・・ 事故情報収集結果事故情報収集結果事故情報収集結果事故情報収集結果
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・・・・ 事故情報収集結果事故情報収集結果事故情報収集結果事故情報収集結果

・・・・ 事故情報調査結果事故情報調査結果事故情報調査結果事故情報調査結果

・・・・ 社告社告社告社告・リコール・リコール・リコール・リコール情報収集情報収集情報収集情報収集



事故情報収集制度

6
消費生活用製品安全法における重大製品事故とは、死亡事故のほか、治療に要する期間が30日以上の負傷・疾病、後遺障害事故、一酸化炭素中毒
及び火災事故で、非重大製品事故はそれ以外の事故です。



事故情報収集結果 １

（（（（件件件件））））
情報源別収集件数情報源別収集件数情報源別収集件数情報源別収集件数

　　　　情報源別情報源別情報源別情報源別 平成平成平成平成20202020年度年度年度年度 平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 平成平成平成平成22222222年度年度年度年度 平成平成平成平成23232323年度年度年度年度 平成平成平成平成24242424年度年度年度年度

 製造事業者等 製造事業者等 製造事業者等 製造事業者等 2,1392,1392,1392,139 1,8531,8531,8531,853 2,4762,4762,4762,476 2,3072,3072,3072,307 1,4791,4791,4791,479

 自治体等 自治体等 自治体等 自治体等 332332332332 297297297297 279279279279 260260260260 279279279279
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※重複情報、重大製品事故情報含む。

集計：平成２５年８月１日現在

 消費生活 消費生活 消費生活 消費生活センターセンターセンターセンター等等等等 833833833833 846846846846 668668668668 529529529529 503503503503

 国 国 国 国のののの機関機関機関機関 1,5691,5691,5691,569 1,2631,2631,2631,263 1,3381,3381,3381,338 1,4151,4151,4151,415 1,2511,2511,2511,251

 その その その その他他他他 567567567567 112112112112 27272727 24242424 83838383

合合合合　　　　　　　　計計計計 5,4405,4405,4405,440 4,3714,3714,3714,371 4,7884,7884,7884,788 4,5354,5354,5354,535 3,5953,5953,5953,595
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事故情報収集結果 ２

情報源別収集件数情報源別収集件数情報源別収集件数情報源別収集件数
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※重複情報、重大製品事故情報含む。

集計：平成２５年８月１日現在



（（（（件件件件））））

事故情報収集結果 ３
製品区分別収集件数製品区分別収集件数製品区分別収集件数製品区分別収集件数

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 平成平成平成平成22222222年度年度年度年度 平成平成平成平成23232323年度年度年度年度 平成平成平成平成24242424年度年度年度年度
平成平成平成平成24242424年度年度年度年度
品目品目品目品目のののの比率比率比率比率

　　　　01010101 ....家庭用電気製品家庭用電気製品家庭用電気製品家庭用電気製品 2,2662,2662,2662,266 2,0102,0102,0102,010 2,3032,3032,3032,303 2,3082,3082,3082,308 1,4311,4311,4311,431 46.3%46.3%46.3%46.3%

　　　　02020202 ....台所台所台所台所・・・・食卓用品食卓用品食卓用品食卓用品 137137137137 158158158158 79797979 78787878 177177177177 5.7%5.7%5.7%5.7%

　　　　03030303 ....燃焼器具燃焼器具燃焼器具燃焼器具 936936936936 696696696696 686686686686 705705705705 613613613613 19.8%19.8%19.8%19.8%

　　　　04040404 ....家具家具家具家具・・・・住宅用品住宅用品住宅用品住宅用品 328328328328 214214214214 399399399399 304304304304 242242242242 7.8%7.8%7.8%7.8%
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※重複情報を除いた件数 集計：平成２５年８月１日現在

　　　　05050505 ....乗物乗物乗物乗物・・・・乗物用品乗物用品乗物用品乗物用品 167167167167 164164164164 241241241241 168168168168 101101101101 3.3%3.3%3.3%3.3%

　　　　06060606 ....身身身身のまわりのまわりのまわりのまわり品品品品 418418418418 229229229229 198198198198 198198198198 410410410410 13.3%13.3%13.3%13.3%

　　　　07070707 ....保健衛生用品保健衛生用品保健衛生用品保健衛生用品 29292929 120120120120 59595959 20202020 23232323 0.7%0.7%0.7%0.7%

　　　　08080808 ....レジャーレジャーレジャーレジャー用品用品用品用品 104104104104 83838383 90909090 74747474 56565656 1.8%1.8%1.8%1.8%

　　　　09090909 ....乳幼児用品乳幼児用品乳幼児用品乳幼児用品 130130130130 81818181 90909090 22222222 14141414 0.5%0.5%0.5%0.5%

　　　　10101010 ....繊維製品繊維製品繊維製品繊維製品 28282828 35353535 29292929 26262626 26262626 0.8%0.8%0.8%0.8%

計計計計 4,5434,5434,5434,543 3,7903,7903,7903,790 4,1744,1744,1744,174 3,9033,9033,9033,903 3,0933,0933,0933,093 100.0%100.0%100.0%100.0%
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事故情報収集結果 ４

製品区分別収集件数製品区分別収集件数製品区分別収集件数製品区分別収集件数
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※重複情報を除いた件数 集計：平成２５年８月１日現在



年度別年度別年度別年度別にににに事故収集件数事故収集件数事故収集件数事故収集件数がががが多多多多かったかったかったかった１０１０１０１０製品製品製品製品

事故情報収集結果 ５

品名 件数 割合 品名 件数 割合 品名 件数 割合

［事故情報収集件数　4,174件］ ［事故情報収集件数　3,903件］ ［事故情報収集件数　3,093件］

パソコン周辺機器 直流電源装置 乾電池
    259
   (  0)

    8.4%

平成22年度 平成23年度 平成24年度

ガスふろがま ガスこんろ 扇風機

ガスこんろ 自転車 ガスこんろ

電気温風機 パソコン周辺機器 電気ストーブ

自転車 ガスふろがま ガスふろがま

    487
   (  3)

   11.7%     521
   (  3)

   13.3%

    203
   (  5)

    4.9%     472
   (  2)

   12.1%

    138
   ( 21)

    3.3%     108
   ( 65)

    2.8%     145
   (  9)

    4.7%

    135     3.2%     104     2.7%      96     3.1%

    175
   ( 33)

    5.7%

    139
   ( 39)

    3.3%     179
   ( 21)

    4.6%     151
   ( 24)

    4.9%
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※重複情報を除いた件数。（ ）内は重大製品事故。 集計：平成２５年８月１日現在

ガスこんろ 自転車 ガスこんろ

パソコン 電気ストーブ 食器

携帯発電機
電気オーブントー
スター

直流電源装置

    133
   (  3)

    3.2%      93
   ( 39)

    2.4%

電話交換機 ガス給湯器 ガス給湯器

エアコン 石油ストーブ エアコン

    104
   (  1)

    2.5%      87
   ( 21)

    2.2%

    135
   ( 89)

    3.2%     104
   ( 39)

    2.7%      96
   ( 53)

    3.1%

     78
   ( 18)

    2.5%

     90
   ( 58)

    2.2%      78
   ( 67)

    2.0%      74
   ( 56)

    2.4%

     83
   (  0)

    2.7%

    105
   (  0)

    2.5%      89
   (  0)

    2.3%      80
   (  2)

    2.6%

    2.2%

     68
   (  0)

    2.2%

     88
   ( 39)

    2.1%      78
   (  0)

    2.0%      68
   ( 32)

電気ストーブ 電気フライヤー 自転車

配線器具



事故原因別事故件数事故原因別事故件数事故原因別事故件数事故原因別事故件数

事故情報調査結果 １

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
　製品に起因する事故 1,463 2,543 1,984 543

Ａ
専ら設計上、製造上又は表示等に問題があったと考え
られるもの

1,052 2,178 1,376 445

Ｂ
製品自体に問題があり、使い方も事故発生に影響した
と考えられるもの

85 62 73 11

Ｃ
製造後、長期間経過したり、長期間の使用により性能
が劣化したと考えられるもの

85 30 44 20

Ｇ３ 製品起因であるが、その原因が不明なもの 241 273 491 67

　製品に起因しない事故 1,118 733 824 374
業者による工事、修理又は輸送中の取り扱い等に問

非
重
大
製

事　故　原　因　区　分
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※重複情報・調査中を除く。 集計：平成２５年８月１日

Ｄ
業者による工事、修理又は輸送中の取り扱い等に問
題があったと考えられるもの

81 56 71 22

Ｅ 専ら誤使用や不注意な使い方によると考えられるもの 723 440 463 232

Ｆ その他製品に起因しないと考えられるもの 314 237 290 120

　事故原因が判明しないもの 710 338 528 221
Ｇ１
Ｇ２

原因不明のもの 710 338 528 221

　非重大製品事故 計 3,291 3,614 3,336 1,138
　重大製品事故 498 548 528 177

3,789 4,162 3,864 1,315

1 12 39 1,778

3,790 4,174 3,903 3,093合　　　　計

品
事
故

調　査　中

小　　　　計



製品区分別事故原因製品区分別事故原因製品区分別事故原因製品区分別事故原因（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年度分年度分年度分年度分））））

A B C G3 小計 D E F 小計 G12 計
01.家庭用電気製品 261 7 12 50 330 9 60 40 109 63 502 110 612
02.台所・食卓用品 90 1 91 12 2 14 14 119 2 121
03.燃焼器具 6 1 5 1 13 10 104 30 144 90 247 35 282
04.家具・住宅用品 28 13 41 1 22 10 33 9 83 9 92
05.乗物・乗物用品 3 1 1 5 2 7 14 23 14 42 11 53

　　　　　　事故原因
　　　　　　　　　区分

　製品区分

合計
重大
製品
事故

製品に起因する事故 製品に起因しない事故
原因
不明

非重大

非重大製品事故

事故情報調査結果 ２

13

重大製品事故重大製品事故重大製品事故重大製品事故とはとはとはとは、、、、経済産業省及経済産業省及経済産業省及経済産業省及びびびび消費者庁消費者庁消費者庁消費者庁がががが製品起因製品起因製品起因製品起因によるによるによるによる事故及事故及事故及事故及びびびび原因不明原因不明原因不明原因不明であるとであるとであるとであると判断判断判断判断したものしたものしたものしたもの。。。。

※重複情報・調査中を除く。 集計：平成２５年８月１日

06.身のまわり品 45 2 1 1 49 5 14 19 12 80 5 85
07.保健衛生用品 8 8 1 1 2 1 11 4 15
08.レジャー用品 2 1 1 4 16 4 20 17 41 1 42
09.乳幼児用品 0 5 1 6 1 7 7
10.繊維製品 2 2 4 4 6 6
総計 445 11 20 67 543 22 232 120 374 221 1138 177 1315

製品に起因する事故

Ａ 専ら設計上、製造上又は表示に問題があったと考えられるもの

Ｂ 製品自体に問題があり、使い方も事故発生に影響したと考えられるもの

Ｃ 製造後長期間経過したり、長期間の使用により性能が劣化したと考えられるもの

G３ 製品起因であるが、その原因が不明なもの

製品に起因しない事故

Ｄ 業者による工事、修理、又は輸送中の取扱い等に問題があったと考えられるもの

Ｅ 専ら誤使用や不注意な使い方と考えられるもの

Ｆ その他製品に起因しないか、又は使用者の感受性に関係すると考えられるもの



「「「「製品製品製品製品にににに起因起因起因起因するするするする事故及事故及事故及事故及びびびび重大製品事故重大製品事故重大製品事故重大製品事故」」」」件数件数件数件数のののの上位上位上位上位５５５５製品製品製品製品

事故情報調査結果 ３

品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合%
エアコン 41 7.5% エアコン 33 6.3% 石油給湯機 13 7.3%
電子レンジ 31 5.7% 石油ふろがま 30 5.7% 電気冷蔵庫 13 7.3%
石油給湯機 28 5.1% 電気ストーブ 24 4.5% 電子レンジ 11 6.2%
電気ストーブ 28 5.1% 石油給湯機 22 4.2% 自転車 9 5.1%
石油ふろがま 20 3.6% 電気洗濯機 21 4.0% 石油ふろがま 8 4.5%

電気洗濯機 8 4.5%
合計 148 27.0% 合計 130 24.6% 合計 54 30.5%

平成22年度（4,162件）  平成23年度（3,864件）  平成24年度（1,315件）
重大製品事故（548件） 重大製品事故（528件） 重大製品事故（177件）
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重大製品事故重大製品事故重大製品事故重大製品事故とはとはとはとは、、、、経済産業省及経済産業省及経済産業省及経済産業省及びびびび消費者庁消費者庁消費者庁消費者庁がががが製品起因製品起因製品起因製品起因によるによるによるによる事故及事故及事故及事故及びびびび原因不明原因不明原因不明原因不明であるとであるとであるとであると判断判断判断判断したものでありしたものでありしたものでありしたものであり、、、、非重大製品事故非重大製品事故非重大製品事故非重大製品事故とはとはとはとは、、、、それそれそれそれ以以以以
外外外外のもののもののもののもの。。。。

※重複情報・調査中を除く。 集計：平成２５年８月１日

合計 148 27.0% 合計 130 24.6% 合計 54 30.5%

品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合%
パソコン周辺機器 453 17.8% 直流電源装置 505 25.5% 扇風機 125 23.0%
電気ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ・電気
温風機

198 7.8% パソコン周辺機器 378 19.1% 食器 78 14.4%

パソコン 130 5.1% 電気ｵｰﾌﾞﾝﾄｰｽﾀｰ 87 4.4% 配線器具 40 7.4%
携帯発電機 105 4.1% 電気フライヤー 78 3.9% 直流電源装置 37 6.8%
電話交換機 103 4.1% 介護ベッド 58 2.9% デスクマット 17 3.1%

手すり用固定金具 17 3.1%
合計 989 38.9% 合計 1,106 55.7% 合計 314 57.8%

非重大製品事故（2,543件) 非重大製品事故（1,984件） 非重大製品事故（543件）



「「「「誤使用誤使用誤使用誤使用やややや不注意不注意不注意不注意によるによるによるによる事故事故事故事故」」」」件数件数件数件数のののの上位上位上位上位５５５５製品製品製品製品

事故情報調査結果 ４

品目名 件数 割合％ 品目名 件数 割合％ 品目名 件数 割合％

ガスこんろ 172 39.1% ガスこんろ 63 13.6% ガスこんろ 32 13.8%

ガスふろがま 74 16.8% ガスふろがま 57 12.3% ガスふろがま 28 12.1%

原因区分Ｅ：専ら誤使用や不注意な
使い方によると考えられるもの（440件）

原因区分Ｅ：専ら誤使用や不注意な
使い方によると考えられるもの（463件）

原因区分Ｅ：専ら誤使用や不注意な
使い方によると考えられるもの（232件）

平成22年度（4,162件）  平成23年度（3,864件）  平成24年度（1,315件）
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※重複情報・調査中を除く。 集計：平成２５年８月１日

ガスふろがま 74 16.8% ガスふろがま 57 12.3% ガスふろがま 28 12.1%

はしご・脚立 36 8.2% はしご・脚立 28 6.0% ガス栓・迅速継手 12 5.2%

石油ストーブ 36 8.2% 石油ストーブ 27 5.8% 玩具（携帯用ゲーム機） 12 5.2%

石油ふろがま 27 6.1% ガス栓・迅速継手 25 5.4% 踏み台 8 3.4%

合計 345 78.4% 合計 200 43.2% 合計 92 39.7%



事故原因別被害状況事故原因別被害状況事故原因別被害状況事故原因別被害状況（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年度分年度分年度分年度分））））

事故情報調査結果 ５

5 31 3 39 82 56 138 177

A 126 126 21 290 311 8 445

B 4 4 2 5 7 11

C 5 14 19 1 20

G3 6 6 13 48 61 67

被害
なし

合計
死亡 重傷 軽傷 小計

拡大
被害

製品
破損

小計

　　　　　　　　　被害状況

　事故区分

人的被害 物的被害

重大製品事故
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※重複情報・調査中を除く。 集計：平成２５年８月１日

G3 6 6 13 48 61 67

製品に起因する事故 136 136 41 357 398 9 543

D 2 2 7 13 20 22

E 3 18 53 74 70 77 147 11 232

F 7 37 18 62 45 11 56 2 120

製品に起因しない事故 10 55 73 138 122 101 223 13 374

原因不明 G 2 1 52 55 32 125 157 9 221

12 56 261 329 195 583 778 31 1,138

17 87 264 368 277 639 916 31 1,315合　計

非重大製品事故



年度別 社告・リコール情報収集件数

　　　　　　　　　　年度
　製品区分 件数 割合 件数 割合 件数 割合
01.家庭用電気製品 52 35.4% 46 36.8% 38 38.8%
02.台所・食卓用品 4 2.7% 5 4.0% 4 4.1%
03.燃焼器具 6 4.1% 6 4.8% 4 4.1%
04.家具・住宅用品 15 10.2% 15 12.0% 7 7.1%

平成22年度 平成23年度 平成24年度

社告・リコール情報収集 １

17

05.乗物・乗物用品 16 10.9% 11 8.8% 14 14.3%
06.身のまわり品 28 19.0% 21 16.8% 19 19.4%
07.保健衛生用品 1 0.7% 1 0.8% 2 2.0%
08.レジャー用品 5 3.4% 6 4.8% 3 3.1%
09.乳幼児用品 11 7.5% 3 2.4% 5 5.1%
10.繊維製品 9 6.1% 11 8.8% 2 2.0%
合計 147 100.0% 125 100.0% 98 100.0%

集計：平成２５年８月１日

詳細については、社告・リコールの検索：http://www.jiko.nite.go.jp/php/shakoku/search/index.php



社告・リコール情報収集 ２

年度別 社告・リコール情報収集件数
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集計：平成２５年８月１日

詳細については、社告・リコールの検索：http://www.jiko.nite.go.jp/php/shakoku/search/index.php



ISO 10377ISO 10377ISO 10377ISO 10377：：：：2013201320132013

「「「「消費者製品安全消費者製品安全消費者製品安全消費者製品安全－－－－供給者供給者供給者供給者のためのガイドラインのためのガイドラインのためのガイドラインのためのガイドライン」」」」

（「（「（「（「製品安全製品安全製品安全製品安全ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン」」」」とととと略称略称略称略称））））

消費生活用製品の安全性のアセスメント及びマネジメントについての実務的ガイダンス。
経済産業省が公表している「製品安全に関する事業者ハンドブック」、「リスクアセスメント・

ＩＳＯのガイドライン

社告・リコール情報収集 ３

2013年4月15日発行

経済産業省が公表している「製品安全に関する事業者ハンドブック」、「リスクアセスメント・
ハンドブック実務編」とほぼ同じ趣旨。

ISO 10393ISO 10393ISO 10393ISO 10393：：：：2013201320132013

「「「「消費者製品消費者製品消費者製品消費者製品リコールリコールリコールリコール ーーーー 供給者供給者供給者供給者のためのガイドラインのためのガイドラインのためのガイドラインのためのガイドライン」」」」

（「（「（「（「製品製品製品製品リコールガイドラインリコールガイドラインリコールガイドラインリコールガイドライン」」」」とととと略称略称略称略称））））

消費生活用製品のリコール・その他の是正措置についての実務的ガイダンス。
経済産業省が公表している「消費生活用製品リコールハンドブック」とほぼ同じ趣旨。

19

設計、生産、市場まで全体を網羅

リコールに関する部分を詳しく



具体的具体的具体的具体的にはにはにはには

①①①① 製造製造製造製造、、、、流通及流通及流通及流通及びびびび販売販売販売販売のののの停止停止停止停止／／／／流通及流通及流通及流通及びびびび販売段階販売段階販売段階販売段階からのからのからのからの回収回収回収回収

②②②② 消費者消費者消費者消費者にににに対対対対するするするするリスクについてのリスクについてのリスクについてのリスクについての適切適切適切適切なななな情報提供情報提供情報提供情報提供

③③③③ 類似事故未然防止類似事故未然防止類似事故未然防止類似事故未然防止のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな使用上使用上使用上使用上のののの注意等注意等注意等注意等のののの情報提供情報提供情報提供情報提供をををを含含含含むむむむ消費者消費者消費者消費者へのへのへのへの注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起

④④④④ 消費者消費者消費者消費者のののの保有保有保有保有するするするする製品製品製品製品のののの交換交換交換交換、、、、改修改修改修改修（（（（点検点検点検点検、、、、修理修理修理修理、、、、部品部品部品部品のののの交換等交換等交換等交換等））））又又又又はははは引取引取引取引取りりりり をををを実施実施実施実施することすることすることすること。。。。

広義広義広義広義にとらえにとらえにとらえにとらえ消費生活用製品消費生活用製品消費生活用製品消費生活用製品によるによるによるによる事故事故事故事故のののの発生及発生及発生及発生及びびびび拡大可能性拡大可能性拡大可能性拡大可能性をををを最小限最小限最小限最小限にするためのにするためのにするためのにするための事事事事
業者業者業者業者によるによるによるによる対応対応対応対応。。。。

社告・リコール情報収集 ４

「「「「リコールリコールリコールリコール」」」」とはとはとはとは （（（（経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省「「「「リコールハンドブックリコールハンドブックリコールハンドブックリコールハンドブック2010201020102010」」」」よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋））））

事業者向けの心得、具体的な行動

20

「「「「リコールリコールリコールリコール社告社告社告社告」」」」のののの定義定義定義定義 （ＪＩＳ（ＪＩＳ（ＪＩＳ（ＪＩＳ ＳＳＳＳ０１０４０１０４０１０４０１０４））））

製品製品製品製品のののの欠陥欠陥欠陥欠陥などなどなどなど※※※※によってリコールをによってリコールをによってリコールをによってリコールを新聞新聞新聞新聞、、、、雑誌雑誌雑誌雑誌、、、、店内店内店内店内ポスターポスターポスターポスター、、、、ホームページなどのホームページなどのホームページなどのホームページなどの媒体媒体媒体媒体
をををを通通通通じてじてじてじて消費者消費者消費者消費者にににに知知知知らせるためにらせるためにらせるためにらせるために出出出出すすすす緊急緊急緊急緊急のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ。。。。

ただしただしただしただし、、、、消費者消費者消費者消費者にににに対対対対してしてしてして、、、、おわびおわびおわびおわび又又又又はははは説明説明説明説明だけをだけをだけをだけを行行行行うううう社告社告社告社告はははは、、、、リコールリコールリコールリコール社告社告社告社告とはいわないとはいわないとはいわないとはいわない。。。。

「「「「欠陥欠陥欠陥欠陥などなどなどなど※※※※」」」」

・・・・欠陥欠陥欠陥欠陥であることがであることがであることがであることが分分分分かっているかっているかっているかっている場合場合場合場合

・・・・欠陥欠陥欠陥欠陥がどうかはそのがどうかはそのがどうかはそのがどうかはその時点時点時点時点ではではではでは判定判定判定判定できないができないができないができないが、、、、危害危害危害危害がががが発生発生発生発生しているしているしているしている又又又又はははは危害危害危害危害がががが発生発生発生発生するするするする可能可能可能可能

性性性性があるがあるがあるがある場合場合場合場合

・・・・安全安全安全安全にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる法規法規法規法規などへのなどへのなどへのなどへの違反違反違反違反があるがあるがあるがある場合場合場合場合

消費生活用製品のリコール社告の記載項目及び作成方法
具体的な公表時のフォーマット



2008年制定。消費者提案のはじめてのJIS規格。

（旧新聞社告）

（近年の新聞社告）

リコールＪＩＳ
（Ｓ（Ｓ（Ｓ（Ｓ ０１０４０１０４０１０４０１０４ 消費生活用製品消費生活用製品消費生活用製品消費生活用製品のリコールのリコールのリコールのリコール社告社告社告社告のののの記載項目及記載項目及記載項目及記載項目及びびびび作製方法作製方法作製方法作製方法））））

社告・リコール情報収集 ５

①リコールタイトル
②危険性、事故の状況及びその原因
③消費者が取るべき対応策

④回収、点検・修理など、消費者への
要請
⑤製品の特定方法

（旧新聞社告）

21

⑥連絡先

⑦リコール社告の回数及び
これまでの回収率
⑧ホームページアドレス
⑨日付
⑩その他の必要事項

※経緯説明やおわび



現在リコールされている製
品のうち、改正消費生活用
製品安全法が施行され、事
故情報報告・公表制度が創
設された平成１９年以降、重
大製品事故（製品起因でな

年度

リコール製品の再点検について

社告・リコール情報収集 ６

22
平成２５年３月２７日 経済産業省消費経済審議会製品安全部会 資料より抜粋

大製品事故（製品起因でな
い事故、原因調査中の事故
等を除く）が再発したものを
点検対象とした。

該当する製品は１２７製品
であり、再発した重大製品事
故の件数は、計６４５件であ
った。



○未対策品による事故

小形小形小形小形キッチンユニットキッチンユニットキッチンユニットキッチンユニット（（（（電気電気電気電気こんろこんろこんろこんろ））））
集合住宅で初期装備されている場合、使用者が製品を認識していない可能性がある。

ふろがま・ふろがま・ふろがま・ふろがま・給湯器給湯器給湯器給湯器（（（（ガス・ガス・ガス・ガス・石油石油石油石油））））
長期間の使用に伴う事故が多いが、設置場所が普段目に付きにくいところにあるため、
なかなか認識されにくい。

製品から見える問題点

社告・リコール情報収集 ７

なかなか認識されにくい。

ハロゲンヒーターハロゲンヒーターハロゲンヒーターハロゲンヒーター（（（（電気電気電気電気ストーブストーブストーブストーブ））））
多数の輸入事業者が扱ったため（中小企業が多く）、型式も多くなっており、
なかなか十分な周知ができない。

○製造・輸入事業者の倒産
リコール開始後に倒産し、リコール不能となるケースがある。

・経済産業省、ＮＩＴＥ等から消費者に対し、直接、使用中止を呼びかけ
・協力的な販売事業者が回収に協力

23



リコール製品による事故防止の取り組み
注意喚起ちらし（NITE）

社告・リコール情報収集 ８

24

公表後の情報活用



○事業者（製造、輸入事業者が主体）
・リスクアセスメントに基づきリコールを実施
・リコール実施後の周知徹底（実施がゴールではない）
・販売、施工事業者等の協力が不可欠 等

○行 政

リコール製品による事故防止の取り組み

社告・リコール情報収集 ９

・消費者庁が中心となって、網羅した情報発信
・家庭だけでなく教育現場への情報提供 等

○消費者
・事業者への製品保有情報等の登録
・物件所有者などを介した情報提供網
・お持ちの製品がリコール製品とわかった場合は、使用を中止して事業者へ連絡する

※消費者が自主的にリコール情報を入手する意識を持つための社会作りへ

25
リコール品とわかっていて利用し続けることは危険



ⅢⅢⅢⅢ．．．．平成平成平成平成２４２４２４２４年度事故事例及年度事故事例及年度事故事例及年度事故事例及びびびび注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起についてについてについてについて

・・・・ 事故事例事故事例事故事例事故事例についてについてについてについて

26

・・・・ 注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起についてについてについてについて



扇風機 製品に起因する事故 （事故原因区分Ａ２：製造不良） 類似事故116件

（事故内容）
扇風機の首部分が折れた。

（被害状況）
製品破損

事故事例について １

27

（事故原因）
当該製品の、首部分（ＡＢＳ樹脂製）の成形工程において、金型のゲート位置及び温度

管理が不適切であったことから、過度な残留応力ひずみとなった箇所に応力集中による
亀裂が発生し、さらに樹脂の充てん不足から強度が低下していたため、使用に伴う振動
等によって亀裂が伸展し、破断に至ったものと推定される。

（講じられた再発防止措置）
輸入事業者は、ホームページに社告を掲載するとともに、連絡先が判明している購入

者へ販売店を通じて連絡し、製品回収及び部品交換（無償）を実施している。また、金型
ゲート位置を変更するなど、当該部品の成形工程を改善した。



石油給湯機 製品に起因する事故（重大製品事故） 類似事故累計77件

（事故内容）

当該製品を使用中、湯温が下がったため確認すると、当該製品の前面カバー下部が外
れ、その隙間から出火する火災が発生しており、当該製品を焼損した。
（被害状況）

火災

（事故原因）

事故事例について ２
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（事故原因）

調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されているＯリング（パッキン）が劣化して硬化、
収縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏れた灯油に引火し、火災に至ったものと
考えられる。

（講じられた再発防止措置）
製造事業者は、無償改修を開始し、
４年後再度新聞社告を掲載し、注意
喚起を行うとともに、ＯＥＭ製品を
含む対象製品について無償改修を
呼びかけています。



ガス栓（誤解放）
誤使用・不注意による事故 （事故原因区分Ｅ２：消費者の不注意）

（事故内容）
ガスこんろを使用中、ガス栓付近から出火し、ガスホースの一部が焦げた。

（被害状況）
拡大被害

事故事例について ３
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（事故原因）
使用者が２口ガス栓の不使用側を

誤って開にしたため、装着されていた
キャップの隙間からヒューズ機構が
作動しない程度のガスが漏洩し、
滞留したガスにガスこんろの火が

引火したものと推定される。

（ＮＩＴＥイメージ映像資料より）



製品の組合せで起きる事故

（ＩＨ調理器×汚れ防止シート×天ぷらなべ）
誤使用・不注意による事故 （事故原因区分Ｅ２：消費者の不注意）

（事故内容）
ＩＨ調理器と天ぷらなべの間に汚れ防止シートを敷き使用。その場を離れた間に天ぷら

油が発火した。

（被害状況）

事故事例について ４
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（被害状況）
火災

（事故原因）
揚げ物モードを使わず使用したため、

汚れ防止シートがなべの温度上昇で
凸状に持ち上がり、ＩＨ調理器の制御が
正常に作動せず、さらにその場を離れたため火災に至ったと推定される。

一昨年度は、ファンヒーター×ダクト×こたつ、で起きる
原因不明の事故 （事故原因区分Ｇ１：原因不明）



http://www.nite.go.jp/jiko/press/index.html

＜平成２５年度＞
平成25年10月24日 「冬の高齢者の事故防止」
平成25年 9月12日 「電動車いすによる事故の防止」
平成25年 8月29日 「洗濯機による事故の防止」
平成25年 7月25日 「夏の製品事故の防止」

「扇風機による事故の防止（再注意喚起）」
平成25年 6月27日 「ペット等の動物が関係する製品事故の防止」

「エアコン及び扇風機による事故の防止」
平成25年 5月30日 「屋外における子どもの事故の防止」

注意喚起について １

31

平成25年 5月30日 「屋外における子どもの事故の防止」
平成25年 4月25日 「自転車による製品事故の防止」

＜平成２４年度＞
平成25年 3月22日 「電気こんろによる事故の防止」
平成25年 2月21日 「ガスふろがま及び石油ふろがまの事故の防止」
平成25年 1月24日 「除雪機・はしご及び脚立の事故の防止」

「石油ストーブによる事故の防止（再注意喚起）」
平成24年12月20日 「ガスこんろ及びカセットこんろの事故の防止」
平成24年11月22日 「電気こたつ、電気カーペット及びゆたんぽの冬の事故の防止」
平成24年10月18日 「石油ストーブによる事故の防止」

「電源コード及び配線器具による事故の防止」



発表日： 平成25年5月30日（木）

屋外における子どもの事故の防止について（注意喚起）
子どもは成長とともに活動範囲が広がり、周りのものに広く興味をも

つようになりますが、身体的にも感覚的にも発達の途中であり危険に
対する認識や知識が不十分なため、事故にあう危険性が高くなり、屋
外においても多くの事故が発生しています。

ＮＩＴＥ製品安全センターに通知された製品事故情報のうち、０～１４
歳の子どもが被害にあった事故は、平成１９年度から２３年度までの５
年間に、１，０２９件ありました。そのうち屋外では３９６件の事故が発
生しています。また、発生時期をみると約半数が５～８月の４カ月間で
発生しています。

注意喚起について ２
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事故発生状況を被害者の年齢別に層別すると、次のような事故が
多く発生しています。
（（（（１１１１）））） 乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児（（（（００００～～～～３３３３歳歳歳歳））））

・ベビーカーの・ベビーカーの・ベビーカーの・ベビーカーの折折折折りりりり畳畳畳畳みみみみ部部部部にににに子子子子どものどものどものどもの指指指指がががが挟挟挟挟まれたまれたまれたまれた。。。。
・ベビーカーの・ベビーカーの・ベビーカーの・ベビーカーの背背背背もたれもたれもたれもたれ部部部部のねじがのねじがのねじがのねじが振動等振動等振動等振動等でででで外外外外れれれれ、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが落下落下落下落下。。。。

（（（（２２２２）））） 幼児幼児幼児幼児（（（（４４４４～～～～６６６６歳歳歳歳））））
・・・・自転車用幼児座席自転車用幼児座席自転車用幼児座席自転車用幼児座席でででで、、、、転倒等転倒等転倒等転倒等のののの衝撃衝撃衝撃衝撃やややや取取取取りりりり付付付付けけけけ不備不備不備不備のためのためのためのため、、、、

足乗足乗足乗足乗せせせせ部部部部がががが破損破損破損破損しししし、、、、足足足足がががが巻巻巻巻きききき込込込込まれたまれたまれたまれた。。。。
（（（（３３３３）））） 小中学生小中学生小中学生小中学生（（（（７７７７～～～～１４１４１４１４歳歳歳歳））））

・・・・樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製サンダルとアクセサリーのサンダルとアクセサリーのサンダルとアクセサリーのサンダルとアクセサリーの留留留留めめめめ具具具具のののの間間間間につめがにつめがにつめがにつめが入入入入りりりり込込込込んだんだんだんだ。。。。
・・・・自転車自転車自転車自転車のののの前輪前輪前輪前輪にににに泥除泥除泥除泥除けやけやけやけや傘等傘等傘等傘等のののの異物異物異物異物をををを巻巻巻巻きききき込込込込みみみみ転倒転倒転倒転倒したしたしたした。。。。

子どもの事故は、子ども自身が起こす事故だけでなく、保護者がか
かわる事故も多くあります。屋外で遊ぶ等、外に出る機会が多くなる
季節を迎え、保護者の方に注意していただくことで未然に防げる事故
も多くあることから、注意喚起を行うこととしました。

年齢代別被害者数

月別発生件数



再現実験映像再現実験映像再現実験映像再現実験映像
事例○ベビーカーで指が挟まれる事故

注意喚起について ３
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事例②足乗せ部がなく足が巻き込まれ
る事故



注意喚起について ４

事故の被害別件数について
ＮＩＴＥに通知された屋外における子どもの事故のう

ち、平成１９年度から平成２３年度までに発生した事
故は３９６件あり、そのうち人的被害のあった３６３件
の「被害状況別事故件数」を表に示します。

裂傷８３件、打撲７０件、擦過傷５９件、骨折４０件等
が発生しています。

子どもの身体、生活構造等
（１）身体機能

・運動機能未発達（不十分）
・身長、体重の増加
・関節の可動域拡大
○発達に従って、注意するものが変化

（布団などの柔らかいものによる窒息から、滑り台や
ブランコなどによる転落、打撲まで）

（２）生理機能
・排泄機能が未発達（不十分）
・体温調節機能が未発達（不十分）
・睡眠時間が長く、眠りが深い
○適切な室温管理が必要、通常の警報機では目を覚まさない

被害状況別事故件数

被害状況被害状況被害状況被害状況 死亡死亡死亡死亡 重傷重傷重傷重傷 軽傷軽傷軽傷軽傷 合計合計合計合計

裂傷 0 27 56 83
打撲 0 5 65 70
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○適切な室温管理が必要、通常の警報機では目を覚まさない
（３）心理特性

・新しいものに興味を示す
・行動範囲とともに興味の範囲が広がる
○なんでも口に入れる、手を突っ込む、穴に入る、高いところに

登る、高いところにあるものをとろうとする等
（４）感覚機能

・温熱感覚機能が未発達（不十分）
・視覚・聴覚・嗅覚・触覚等が未発達（不十分）
○熱いもの、危ないものが判別できない

（５）生活構造
・行動範囲が徐々に広くなる
○危険な場所が徐々に拡大

以上、ＩＳＯ／ＩＥＣｇｔｆガイド５０安全側面「子どもの安全の指針」を
参考にＮＩＴＥ作成。

◆乳児とは、０歳のもの、幼児とは１歳から６歳の小学校就学まで
（母子健康法）

打撲 0 5 65 70
擦過傷 0 0 59 59
骨折 0 33 7 40
爪の剥がれ 0 3 25 28
内出血 0 0 25 25
やけど 0 7 9 16
挟まれ、腫れた 0 0 11 11
炎症 0 0 7 7
その他 1 9 14 24
合計合計合計合計 1111 84848484 278278278278 363363363363



発表日： 平成25年10月24日（木）

冬の高齢者の製品事故防止について（注意喚起）
高齢者の事故は、不注意や誤った使い方による「製品に起因しな

い事故」が多く、被害の程度も重篤になる傾向があります。また、こ
れから冬に向かって事故件数が増加する傾向があり、事故防止のた
めの注意が必要です。

ＮＩＴＥ（ナイト）に通知された製品事故情報のうち、高齢者の事故は、
平成２０年度から２４年度までの５年間に２,１０８件ありました。（ただ

し、過去に注意喚起を行った電動車いすと介護用ベッド等の介護用
品の事故（計１９４件）を除く）

被害状況別にみると、死亡事故１４９件、重傷事故２６５件、軽傷事
故４４６件、拡大被害６３７件、製品破損等６１１件ありました。

事故発生状況を分類すると、次のような事故が多く発生しています。
（（（（１１１１））））ガスこんろガスこんろガスこんろガスこんろ

注意喚起について ５
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（（（（１１１１））））ガスこんろガスこんろガスこんろガスこんろ
・・・・天天天天ぷらぷらぷらぷら等揚等揚等揚等揚げげげげ物物物物をををを調理中調理中調理中調理中にににに放置放置放置放置しししし、、、、油油油油がががが過熱過熱過熱過熱されてされてされてされて発火発火発火発火したしたしたした。。。。
・グリル・グリル・グリル・グリル庫内庫内庫内庫内にににに溜溜溜溜まったまったまったまった油脂等油脂等油脂等油脂等がががが発火発火発火発火したしたしたした。。。。

（（（（２２２２））））石油石油石油石油ストーブストーブストーブストーブ
・カートリッジタンクのふたの・カートリッジタンクのふたの・カートリッジタンクのふたの・カートリッジタンクのふたの締締締締めめめめ方方方方がががが不十分不十分不十分不十分でででで漏漏漏漏れたれたれたれた灯油灯油灯油灯油にににに

ストーブのストーブのストーブのストーブの火火火火がががが着火着火着火着火したしたしたした。。。。
・ストーブに・ストーブに・ストーブに・ストーブに洗濯物等洗濯物等洗濯物等洗濯物等がががが落下落下落下落下してしてしてして着火着火着火着火したしたしたした。。。。

（（（（３３３３））））電気電気電気電気ストーブストーブストーブストーブ
・・・・可燃物可燃物可燃物可燃物（（（（衣類衣類衣類衣類、、、、布団等布団等布団等布団等））））がががが放射熱放射熱放射熱放射熱でででで過熱過熱過熱過熱またはまたはまたはまたは接触接触接触接触してしてしてして着火着火着火着火したしたしたした。。。。
・・・・電源電源電源電源コードにコードにコードにコードに過度過度過度過度のののの屈曲屈曲屈曲屈曲やややや荷重等荷重等荷重等荷重等がががが加加加加わりわりわりわり、、、、断線断線断線断線してしてしてして発火発火発火発火したしたしたした。。。。

高齢者の事故において、「製品に起因する事故」は人的被害に至
ることが比較的少ないものの、一方で「製品に起因しない事故」は重
篤な人的被害に至ることが多くなっています。これらの不注意や誤っ
た使い方による事故は、何気なく行っていることを注意していただくこ
と、あるいは高齢者ご本人や周りの方も含めて注意していただくこと
で、未然に防げる事故が多くあります。製品を正しく安全に使用して
事故を防止するために、注意喚起を行うこととしました。

製品別の年代別事故件数

年代別人的被害 事故件数



再現実験映像再現実験映像再現実験映像再現実験映像
事例①こんろの火が着衣に燃え移る

注意喚起について ６
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事例○石油ストーブの燃焼筒のずれ



注意喚起について ７
製品別事故件数について

「製品別事故件数の順位」を表に示します。高齢者
比とは６０歳未満の事故も含めた使用者の年代が判
明した事故件数に対する高齢者の事故の割合です。
（高齢者比＝高齢者の事故件数/年代の判明した事
故件数）

高齢者の事故は、「ガスこんろ」が最も多く１６２件、
次に「石油ストーブ」１６１件、「電気ストーブ」１５０件
の順になっています。

製品別事故件数の順位

高齢者の事故の防止について
高齢者には次のような身体機能や生活スタイルの

特徴があり、事故防止のために注意が必要です。
①運動機能の低下

運動機能が低下するので、運動機能の低下を補
う機器（電動車いす、介護ベッド、杖など）の使用機
会が増える。握力が下がり、ストーブのカートリッジ
タンクのふたをきちんと締めにくくなる。

②体温調節機能の低下
冷暖房機器の使用が増え、やけどや火災事故が

増える。
③感覚機能の低下

視覚、聴覚、嗅覚、触覚、温熱感覚が衰え、反応、拡大拡大拡大拡大 製品製品製品製品 被害被害被害被害 高齢高齢高齢高齢
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視覚、聴覚、嗅覚、触覚、温熱感覚が衰え、反応、
危険察知が遅くなる。異臭、異音等、製品の異常に
気がつきにくくなる。火が燃え広がった際にも反応
が遅れ、被害が大きくなりやすくなる。低温やけど
が起きやすくなる。注意力が散漫になり、思わぬミ
スをすることもある。天ぷらの調理中に放置等、度
忘れが起きやすくなる。

④心理機能
新しいもの（新製品）への対応に時間が掛かる。

自己流の使用法に固執する。機器が古くなったり、
故障したまま使い続ける傾向もある。古くなった灯
油も使い続けようとする。

⑤生活構造
余暇時間が長く、住居内での生活時間が増え、居

間、台所、浴室、トイレでの事故が増加する。

品名品名品名品名 死亡死亡死亡死亡 重傷重傷重傷重傷 軽傷軽傷軽傷軽傷
拡大拡大拡大拡大
被害被害被害被害

製品製品製品製品
破損破損破損破損

被害被害被害被害
なしなしなしなし

合計合計合計合計
高齢高齢高齢高齢
者比者比者比者比

①ガスこんろ
　　（ガス栓含む）

16 5 38 81 16 6 162 56.3%

②石油ストーブ 30 11 37 66 13 4 161 71.2%
③電気ストーブ 21 2 11 55 54 7 150 45.9%
④照明器具 3 6 17 52 1 79 45.1%
⑤配線器具 6 1 5 29 21 62 36.9%
⑥自転車 1 23 25 1 10 1 61 15.3%
⑦石油温風暖房機 12 4 15 16 6 8 61 53.5%
⑧電子レンジ 1 1 2 11 42 4 61 44.2%
⑨いす 24 26 9 1 60 35.9%
⑩その他 62 191 281 361 316 40 1,251 32.4%

合計合計合計合計 149149149149 265265265265 446446446446 637637637637 539539539539 72727272 2 ,1082 ,1082 ,1082 ,108 35.3%35.3%35.3%35.3%



ⅣⅣⅣⅣ．Ｎ．Ｎ．Ｎ．Ｎ ＩＩＩＩ ＴＴＴＴ ＥＥＥＥホームページによるホームページによるホームページによるホームページによる公表公表公表公表

・・・・ 製品安全製品安全製品安全製品安全センターのホームページセンターのホームページセンターのホームページセンターのホームページ
・・・・ 注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起リーフレットリーフレットリーフレットリーフレット
・・・・ 注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起ちらしちらしちらしちらし
・・・・ ミニポスターミニポスターミニポスターミニポスター（（（（一部動画付一部動画付一部動画付一部動画付きききき））））
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・・・・ 身身身身・・・・守守守守りハンドブックりハンドブックりハンドブックりハンドブック ２０１３２０１３２０１３２０１３
・・・・ 教育教育教育教育ＤＶＤＤＶＤＤＶＤＤＶＤハンドブックハンドブックハンドブックハンドブック
・・・・ 生活安全生活安全生活安全生活安全ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル
・・・・ 製品安全情報製品安全情報製品安全情報製品安全情報マガジンマガジンマガジンマガジン〈〈〈〈ＰＳＰＳＰＳＰＳマガジンマガジンマガジンマガジン〉〉〉〉
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製品安全センターのホームページ

http://www.jiko.nite.go.jp/
製品事故防止の注意喚起について、様々な素材を用意しています。
画像などのファイルを取り出してご利用いただけます。
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注意喚起リーフレット
http://www.nite.go.jp/jiko/leaflet/leaflet.html季節毎の注意喚起リーフレット、製品別の社告・リコール

リーフレットを作成しています。
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注 意 喚 起 ち ら し
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html時期に合った事故事例と、最近のリコール情報の

ちらしを毎月作成しています。
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ミニポスター（一部動画付）
http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html注意喚起テーマ毎の事故事例を含むポスターと

イメージ動画を提供します。
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身・守りハンドブック ２０１３

http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handbook.html

消費者に向けた製品事故防止のための
事故事例集です。
イラストを加えわかりやすい説明を心がけ
ています。
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教育ＤＶＤハンドブック
http://www.nite.go.jp/jiko/dvdhandbook/index.html

若い人に製品事故を知っていただこうと
ホームドラマに仕立てた注意喚起のビデオ教材です。
ご家庭、地域でもご利用ください。
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生活安全ジャーナル
http://www.nite.go.jp/jiko/journal/index.html

製品安全に関する総合情報誌です。
第１５号は「ユニバーサルデザイン」を
特集しました。
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製品安全情報マガジン〈ＰＳマガジン〉
http://www.nite.go.jp/jiko/psm/index.htmlタイムリーな製品安全情報をお届けするメールマガジンです。

配信登録いただければ、月２回最新情報をお届けします。
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プ レ ス リ リ ー ス
http://www.nite.go.jp/jiko/press/index.html

毎月第四木曜を目途に、蓄積した製品事故情報を分析し、
注意喚起のための報道関係者への説明会を行っています。
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最 新 事 故 情 報
http://www.nite.go.jp/jiko/sokuho/index20.html

毎週金曜日に、ＮＩＴＥが受け付けた製品事故情報を、
ＰＤＦファイルで公表しています。
受付情報の速報であり、この後調査を進めます。
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物的被害 人的被害

2013/●/●
電気こんろ

【電気こんろ】
2013/●/● 電気こんろの電源コード部分から発煙した。原因を調査中。 製品破損 東京都

ＡＡＡＡ社

Ａ－○○

13/00/00に社告。

2013/●/●
空気清浄機

【空気清浄機】
2013/●/●

空気清浄機からプラスチックの焦げたにおいがした。原因を調

査中。
製品破損 大阪府

2013/●/● 石油ふろがま 2012/●/● 使用中にぼっと火が吹き上がり手に火傷をした。原因を調査中。 軽傷 香川県

ＢＢＢＢ社

Ｂ－××

12/00/00に社告。

　ＮＩＴＥが収集した最新の製品事故情報（平成２５年●月●日から●月●日までの受け付け分）をお
知せします。
　ここでの情報は､速報情報ですので今後の追加情報､事故調査の進展等により､内容に変更があり
得ます。
　また､製品事故でないことが判明した場合は､情報を削除することがあります。

事故受付日 品　　名 事故発生日 備考事故通知内容
被害状況 事故発

生場所



ご清聴いただきありがとうございました。ご清聴いただきありがとうございました。
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http://www.jiko.nite.go.jp/http://www.jiko.nite.go.jp/

独立行政法人製品評価技術基盤機構
製品安全センター 製品安全調査課
TEL:06-6942-1113 FAX:06-6946-7280

E-mail: jiko@nite.go.jp


